
新規就農先輩の軌跡 № 60    < 2 0 1 4 ( H 2 6 )  1 0 月掲載 > 

新規就農者の素顔 農業経営の状況（現在）

氏名：小西 正隼

（こにし まさとし）

住所：豊岡市八社宮

年齢：２５歳  

経営面積：ビニールハウス 62.5a、

露地  65a 

経営内容：トマト (25a、夏 )、きゅ

うり (10a、春秋 )、春菊 (15a、秋 )、

レタス (5a、秋 )、ほうれんそう

(62.5a、秋～春 )、水稲 (85a) 

労働力：本人、両親  

出荷先：市場、ＪＡ、ＪＡの朝市

就農から現在まで 就農で良かった点、苦労した点

２０１１年 離職・就農

２０１４年 現在に至る

○良かった点

自分が手入れした作物がしっか

りと成長しておいしい物が作れた

こと。  

○苦労した点

朝起きること。無知で就農したた

めミスが多い。一度失敗すると取り

返すのが大変。  

農業をめざした動機 後輩へ贈る言葉

 高校卒業後、農業とは関係ない仕

事をしていたが、いろいろ経験後専

業 農 家 で あ る 家 の 仕 事 を や っ て み

たいと思ったから。  

農業という仕事は大変です。僕自

身もやってみたいという軽い気持

ちで始めましたが、休日も少ないで

すし、知識・技術がないと苦労する

ことが多いと思います。しかし、自

分で農作物を作るという仕事は、と

てもやりがいのある仕事です。もっ

と若い仲間が増えたらうれしいで

す。  

（キュウリのわき芽取り作業）




